
外来３・４階の紹介

外科系診療外来 10診療科

消化管外科 ・ 呼吸器外科 ・ 肝胆膵移植外科 ・ 小児外科

乳腺外科 ・ 心臓血管外科 ・ 形成外科 ・ 麻酔科 ・ 皮膚科

漢方外来

＊使用している写真は患者さんの了解を得て掲載しております



外来診察介助・処置 点滴・注射、超音波検査、麻酔科の神経ブロック、
外科処置などをおこなっています。

診察や処置に立会い、不安を傾聴し、
医師の説明でわからなかった所を解
説したり、患者さんを支援します。

患者さんには了承を得ています



●●さんのある１日 ※簡潔に記載

06:30 ● 起床

07:40 ● 出発・保育園送り・出勤

08:30
～
16:15

● 外来勤務

16:30 退勤・お迎え・散歩しながら帰宅

19:00 ● 遊びつつ夕食準備・夕食

20:00 ● お風呂

21:00 ● 寝かしつけ・家事・翌日準備

00:00 ● 休憩、就寝

職員紹介

●外来 花子さん ※仮名OK

●入職9年目、外来棟3・4階 育児短時間制度を利用し勤務

●主な仕事内容

外来棟3・4階では形成外科・心臓血管外科・乳腺外科・肝胆膵移植外科・小児外科・呼吸器外科・消化管外科・皮膚
科・麻酔科・漢方外来の１０診療科を担当しています。それぞれの診療科を週替わりで担当していきます。
診察や処置の介助、IC同席、検査説明、点滴や緊急入院の対応、発熱等有症状患者のトリアージ対応、委員会活動など
を行っています。

仕事をするうえで大切にしていること

疾患だけでなく、患者層も乳幼児から高
齢者までと幅広く患者背景も様々です。
患者さんやご家族の方のニーズを把握す
るよう努め、できるだけ寄り添った対応
が行えるよう心がけています。
また看護師からの説明時は患者さんが正
しく理解できるようわかりやすい説明を
行い、医師からの説明後に患者さんやご
家族が理解できていない部分がありそう
な場合は噛み砕いた説明を行うことや再
度医師へ説明をしていただくよう依頼し
安心して診療を受けられるように努めて
います。

メッセージ ※就職希望者への

産休前は病棟で勤務していまし
たが、育休復帰を機に外来勤務
となりました。仕事と家庭の両
立へ不安がありましたが周りの
方のサポートのおかげで両立で
きています。
病棟・外来を通し、子育てとの
両立だけでなく、進学との両立
など様々なライフプランに合わ
せたサポートを受けやすいこと
が当院の特徴の１つかなと感じ
ます。病院勤務をしたいけど、
子育てや進学って…と考えてい
る方、ぜひ当院で一緒に働きま
しょう！



検査や術前処置の説明

検査の内容をわかりやすく
説明します！

ＣＴ・ＭＲＩ・ＰＥＴ
内視鏡・採血

心電図・呼吸機能･･･

分からない事があれば
いつでもお尋ね下さい！



外来診察・処置

次に何を行うのか？どうすると
痛みが最小に処置できるか…
ベテランナースは先読み！
声を掛けながら不安・痛みの
軽減を図ります！

ご自宅ではシャワーでき
れいに洗浄したあとに、
軟膏を薄くぬるといい
ですよ。

皮膚・形成外科 創処置

患者さんには了承を得ています



レーザー外来（形成外科）

外来４階処置室で行っていたレーザー治療

拡大に伴い場所を新しく移設し１０月末より

実施することとなりました。

太田母斑・イチゴ状血管腫・脱毛・シミ・

ほくろ除去等の症例に対応した治療を行って

おります。

詳しくは医師にお尋ね下さい。

新しくできた
治療室です
色々な種類の
レーザーが
あります



★乳がんの手術後はリハビリを！！
★日常生活の中で毎日続けましょう！！

患者指導・マンマリハビリ
★早期発見！！早期治療！！
★自己検診をしましょう！！

触り方のポイント!!

・乳房をつかむのではなく、4本の指を揃え指の
はらを滑らせるように。

・表面だけでなく、奥まで触れられるように強く
押しながら指をすべらせる。

わかりやすく、

説明しています。

触って
チェック！

鏡で見てチェック！

色々なポーズで



デュピクセント自己注射指導（皮膚科）デュピクセント自己注射指導（皮膚科）

今までの治療法で十分な効果が
得られない成人（15歳以上）
アトピー性皮膚炎の方にお使い

頂けます。

DVDやパンフレットの配布、
看護師からの手順の指導など、
ご自宅で安心して注射ができ
る様に関わっています。

不安な事があればいつで
もご相談ください！！



療養支援カンファレンス（地域ネット）
月に１回、地域ネットの
スタッフと患者さんの療
養支援についてカンファ
レンスを開催しています。

外来から入院、退院後か
ら外来、地域へ継続した
ケアが行える様に情報共
有をしています。





内視鏡検査数はコロナ渦でやや減少
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・上部内視鏡検査

・下部内視鏡検査

・ESD（粘膜下層剥離術）

・EMR（粘膜切除術）

・ポリペクトミー

・超音波内視鏡検査

・胆膵造影検査・処置

・胃瘻造設・交換

・小腸内視鏡検査

・気管支鏡検査

など

内視鏡部ではこんな検査・処置をしています



このように患者さんのサポートをしています

患者さんの全身状態をチェックし、
安全・安楽 に
検査を受けていただけるよう
声かけなどをしています。

鎮静剤を使用した患者さんは
回復室で安静にします。

患者さん役はスタッフです。



スコープの洗浄も行っています



モニタルームで全部屋の検査のチェックをしています

検査担当以外のスタッフも
モニタールームで患者さん
の
状態を観察しています。

患者さんの安全を
守っています！



医師
検査・治療

臨床工学技士
内視鏡技師
検査・治療介助

洗浄員
機械洗浄

看護師
検査介助
状態観察

医療事務
受付

看護助手
患者誘導

内視鏡室を支えるスタッフ

チームワーク
ばっちり！



All For The Patient



ご覧いただき
ありがとうございました！


